
リアルタイム細胞アナライザー

xCELLigence RTCA シリーズ
細胞の挙動をラベルフリーでリアルタイムに追跡！

国内販売元



電気抵抗値の測定により

細胞の様々なイベントをモニタリングします

従来のエンドポイントアッセイにはない

様々な利点がございます利点
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測定
原理

従来の細胞アッセイでは、 蛍光ラベルや比色試薬を用いた

エンドポイントでの測定が行われてきました。

xCELLigence RTCAシステムは、 細胞の時間応答を、 ラ

ベリング試薬やレポーター試薬を用いずに、 同一ウェルから

リアルタイムに連続測定できる細胞アッセイシステムです。

細胞のカイネティックレスポンスを、 最小限の手間で簡単に

測定していただけます。

●形態変化 ・ 接着 ・ 伸展 ・ 細胞間結合の変化など

●細胞死

●細胞増殖

ウェル底面に金電極を備える専用のバイオセンサープレート （E-Plate） を利用して電気抵抗値の変化

を測定することで、 細胞数の増減 ・ 生存活性、 細胞の移動 ・ 浸潤、 形態変化、 細胞接着 ・ 進展、 細胞

間結合の開閉などを定量的にモニタリングします。

同一ウェルの細胞のカイネティックレスポンスを、

従来法よりも少ない手間で簡単に測定していただけます。

すべてのタイムポイントが記録されるので、

他の時間ではどうなっているのだろうという心配がなくなります。

同じウェルを測定し続けるので、

定量精度の高いカイネティックデータを取得することができます。

ラベルフリーなので測定後の細胞を他の実験 （遺伝子発現解析など） に

そのまま使用していただけます。

ラベルフリー & リアルタイム細胞アッセイ



豊富な導入実績、 論文実績も多数！

がん研究

薬効薬理研究

安全性・毒性研究

感染症研究・ワクチン開発

再生医療 免疫・炎症研究

導入
実績

用途

● 細胞の移動 ・ 浸潤 （トランスウェルアッセイ）

● 細胞の移動 （スクラッチアッセイ）

● 免疫治療細胞による細胞傷害性試験

● 腫瘍溶解性ウイルスによる細胞溶解試験

● 抗がん剤による細胞障害性試験

● siRNA による細胞増殖抑制、 移動浸潤への影響

● miRNA による細胞増殖促進 ・ 抑制、 移動浸潤への影響

● 低酸素培養実験

● タイトジャンクションの崩壊と再形成

● ウイルスやワクチンの力価測定 ・ CPE

● 細胞接着と伸展

● 受容体へのリガンド結合試験

● 幹細胞の分化

● T 細胞や肥満細胞の活性化

●�� 医薬品の毒性試験

   （心毒性、 肝毒性、 神経毒性）

● 環境物質の細胞毒性試験

● 細菌バイオフィルムの形成と

    抗菌剤スクリーニング

導入台数は全世界で約 3,000 台 （国内 130 台以上）、 3,000 報以上の論文実績がございます。

多くの有名ジャーナルでデータが採用されていますので、 安心して論文投稿していただけます。

短期の反応 （mSec） から長期の反応 （days） まで

様々なアプリケーションにお使いいただけます
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浮遊細胞は？

細胞を播種する

プレートを載せて測定を開始する 自動でカイネティックデータを得られます
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Treatment

Seed
Cells

Cell Type xCELLigence MTT

HT1080 22.4μM 30.0μ M

NIH3T3 16.0μM 19.0μ M

HepG2 15.2μM 16.2μ M

HUVEC7 .5 μM 8.0μ M

測定ワークフローは？測定ワークフローは？
細胞を播種した専用プレートをインキュベーター内に設置した測定機に載せて、 測定を開始するだけで、 すべてのタイム

ポイントが記録されたカイネティックデータを簡単に取得していただけます。 装置が測定値を自動記録するので、 タイムポ

イントごとに実験を行う必要はありません。 また、 測定中はプレートをインキュベーターに入れたままですので、 細胞を生

理的条件下 （培養環境下） においたままデータを取得していただけます。

使用できる細胞の種類は？使用できる細胞の種類は？

細胞株の種類を問わず、 接着細胞であれば基本的には測定が可能です。 測定実績のある細胞株は 360 種類以上です。

また、 細胞株だけでなく初代培養細胞を用いた測定例もあります。

接着処理が必要な細胞種の場合は、 フィブロネクチン、 コラーゲン、 ラミニン等で専用プレートをコーティングしていたた

だけます。

測定実績のある細胞種については下記のリンクをご参照ください。

www.agilent.com/en/product/cell-analysis/real-time-cell-analysis/rtca-reagents-kits-

accessories/xcelligence-immunotherapy-kits-741233

細胞増殖実験や遊走実験で浮遊細胞を使った測定実績 （論文例） もございます。 また、

がん免疫実験でターゲット細胞に浮遊細胞を使いたい方には、 専用の浮遊細胞用キットを

ご用意しております。

MTT アッセイなどとデータの相関はありますか？MTT アッセイなどとデータの相関はありますか？

MTT アッセイ （WST-1 アッセイ） や細胞カウントとデータ相関がございます。 その他のアプリケーションでも、 エンドポ

イント ・ アッセイとのデータ相関性が得られていますのでご安心ください。

（例 1） WST-1 アッセイとの比較 （例 2） MTT アッセイとの IC50 の比較

異なる細胞数 （300 ～ 3,000 cells/well） の HeLa 細胞を播種し、

21 時間後に xCELLigence での電気抵抗値　（Cell Index） と

WST-1 アッセイの吸光度を比較しました。

4 種類の細胞株で IC50 を MTT アッセイと比較しました。

薬剤にはタモキシフェン （抗がん剤） を使用し、 薬剤添加

24 時間後の IC50 を比べました。



電気抵抗値の時間依存的変化 % Cytolysis の時間依存的変化

細胞の観察はできますか？細胞の観察はできますか？

xCELLigence RTCA シリーズでは、 顕微鏡観察のためのスリットが付いたプ

レート （VIEW プレート） をご用意しています。 実験の終わり （あるいは途中）

に細胞の様子を観察していただくことが可能です。 病理染色や免疫染色を行って

いただくこともできます。

E-Plate VIEW クリスタルバイオレット染色 蛍光免疫染色

ICIC5050 や ECや EC5050 を算出できますか？を算出できますか？

xCELLigence RTCA シリーズでは、 標準付属ソフトウェアで、 用量反応曲線のグラフ化と 50% 阻害濃度 （IC50） や

50% 効果濃度（EC50）の算出が可能です。 また、指定した時間範囲の中の 20 ポイントの EC50 や IC50 をグラフ化して、

データとして採用する適切なタイムポイントを見つけだしていただくこともできます。 測定時間全体にわたっての最大値と

最小値を算出したり、 AUC （Area Under Curve） を求めることも可能です。

パクリタキセル （抗がん剤） による細胞障害を測定

しました。

下は薬剤添加 24 時間後の明視野顕微鏡像です。

%Cytolysis を算出できますか？%Cytolysis を算出できますか？

オプションのがん免疫実験用ソフトウェア （RTCA IMT ソフトウェア） を用いることで、 % Cytolysis や % Specific 

Cytolysis を自動計算していただけます。 また、 xCELLigence システム独自の細胞傷害活性の指標として、 Killing 

Time 50 （50% 細胞傷害時間） を計算することもできます。

計算後は、 特定のタイムポイントの % Cytolysis や % Specific Cytolysis、 Killing Time 50 を棒グラフとして

表示して実験群間で比較していただけます。

※ がん免疫実験用ソフトウェアは xCELLigence DP/SP/MP/HT 専用のオプションソフトウェアです。



xCELLigence                            
S16

xCELLigence                          
DP

xCELLigence   
SP

本体ラインナップと対応アプリケーション イイセセセセセセセセセッッッッッッセッッッッアッッッッアッッセッアアアアアア胞アアアア

スループット

プレートフォーマット 16 ウェル× 1 枚 16 ウェル×３枚 96 ウェル×１枚 96 ウェル× 6 枚 384 ウェル× 1 枚 96 ウェル× 1 枚 48 ウェル× 1 枚

最大スループット 16 ウェル 48 ウェル ９６ウェル 576 ウェル 384 ウェル 384 ウェル 48 ウェル

アプリケーション

細胞増殖 / 増殖阻害 / 細胞毒性 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

移動浸潤 （スクラッチ ・ アッセイ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

移動浸潤 （トランスウェル） ○

細胞免疫のキリング活性 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

腫瘍溶解性ウィルスによる細胞溶解 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ウィルスによる細胞変性効果（CPE) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

細菌バイオフィルム ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

タイトジャクションの崩壊と再形成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

受容体へのリガンド結合 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

細胞接着と伸展 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

幹細胞の分化 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

T 細胞や肥満細胞の活性化 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

間接共培養実験 ○ ○ ○ ○ ○

心毒性 （収縮力） ○ ○ ○ ○ ○

心毒性 （細胞外電位） ○



   xCELLigence
MP

xCELLigence   
HT

xCELLigence
Cardio

xCELLigence
CardioECR

スループット

プレートフォーマット 16 ウェル× 1 枚 16 ウェル×３枚 96 ウェル×１枚 96 ウェル× 6 枚 384 ウェル× 1 枚 96 ウェル× 1 枚 48 ウェル× 1 枚

最大スループット 16 ウェル 48 ウェル ９６ウェル 576 ウェル 384 ウェル 384 ウェル 48 ウェル

アプリケーション

細胞増殖 / 増殖阻害 / 細胞毒性 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

移動浸潤 （スクラッチ ・ アッセイ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

移動浸潤 （トランスウェル） ○

細胞免疫のキリング活性 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

腫瘍溶解性ウィルスによる細胞溶解 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ウィルスによる細胞変性効果（CPE) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

細菌バイオフィルム ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

タイトジャクションの崩壊と再形成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

受容体へのリガンド結合 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

細胞接着と伸展 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

幹細胞の分化 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

T 細胞や肥満細胞の活性化 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

間接共培養実験 ○ ○ ○ ○ ○

心毒性 （収縮力） ○ ○ ○ ○ ○

心毒性 （細胞外電位） ○



蓋

上部チャンバー

メンブレン

下部チャンバー

上部チャンバー
裏面の金電極

蓋

がん細胞

上部チャンバー

（マトリゲル）

メンブレン （8μm孔 ）

金電極
移動 （浸潤） して
接着した細胞

下部チャンバー

ケモアトラクタント

E-Plate と E-Plate VIEWE-Plate と E-Plate VIEW

CIM-PlateCIM-Plate

多くのアプリケーションで使用する最も基本的なタイプのプレートです。 顕微鏡観察が可

能なスリット付きの VIEW タイプと、 スリットなしの通常タイプがあります。

底面材質はガラスと PET の 2 種類です。 ガラスタイプはケミカルコート、 PET タイプ

はプラズマ処理がされています。

ボイデンチャンバー型 （トランスウェル型） のプレートです。

がん細胞あるいは免疫細胞のケモタキシスアッセイに使用します。

上部チャンバーと下部チャンバーの 2 つに分かれており、 上部チャンバーの底面

にポアサイズ 8 μ m の微細孔が開いたメンブレンが貼られています。 上部チャ

ンバーに播いた細胞が孔を通って移動し、 メンブレン裏面の電極に付着すると電

気抵抗値が上がります。

上部チャンバーのメンブレンをマトリゲルでコートすることで、 移動実験だけでな

く浸潤実験も行っていただけます。

このタイプのプレートは xCELLigence DP のみでご使用いただけます。

プレートタイプ 製造番号 ウェル数 対応装置 底面材質 ウェル容量 培養面積 スリット 対応アプリケーション

E-Plate

05469830001 （6 枚）

05469813001 （36 枚）
16 ウェル

xCELLigence S16

xCELLigence DP
ガラス

270 μ L

20 mm2

なし

下記以外の実験のすべてに対応

• トランスウェル形式の移動浸潤実験

• 心筋細胞実験

05232368001 （6 枚）

05232376001 （36 枚）
96 ウェル

xCELLigence SP

xCELLigence MP
243 μ L

05867681001 （10 枚）

05867673001 （40 枚）
384 ウェル xCELLigence HT PET 95 μ L 6.3 mm2

E-Plate VIEW

00300601140 （6 枚）

00300601150 （36 枚）
16 ウェル

xCELLigence S16

xCELLigence DP

ガラス

270 μ L

20 mm2 あり

下記以外の実験のすべてに対応

• トランスウェル形式の移動浸潤実験

• 心筋細胞実験

00300600890 （6 枚）

00300600880 （36 枚）
PET

00300601020 （6 枚）

00300601030 （36 枚）
96 ウェル

xCELLigence SP

xCELLigence MP

ガラス

243 μ L
00300600910 （6 枚）

00300600900 （36 枚）
PET

CIM-Plate
05665817001 （6 枚）

05665825001 （36 枚）
16 ウェル xCELLigence DP PET

上 ： 180 μ L

下 ： 162 μ L
20 mm2 なし トランスウェル形式の移動浸潤実験

E-Plate Insert

06465382001 （6 セット） 16 ウェル

xCELLigence DP

xCELLigence SP

xCELLigence MP

xCELLigence Cardio
PET

上 ： 95 μ L

下 ： 114 μ L

54 mm2 なし

間接共培養実験

※ E-Plate あるいは E-Plate VIEW と組み

合わせて使用します。

06465412001 （6 セット） 96 ウェル

xCELLigence SP

xCELLigence MP

xCELLigence Cardio

上 ： 95 μ L

下 ： 114 μ L

E-Plate Cardio
00300601050 （6 枚）

00300601060 （36 枚）
96 ウェル xCELLigence Cardio ガラス 243 μ L 20 mm2 なし 心筋細胞の収縮測定

E-Plate Cardio VIEW
00300601080 （6 枚）

00300601090 （36 枚）
96 ウェル xCELLigence Cardio ガラス 243 μ L 20 mm2 あり 心筋細胞の収縮測定

E-Plate CardioECR
00300600940 （6 枚）

00300600950 （36 枚）
48 ウェル xCELLigence CardioECR PET 243 μ L 20 mm2 なし 心筋細胞の収縮と細胞外電位測定

様々なタイプのプレート



電気抵抗

測定用電極

細胞外電位

測定用電極

エフェクター
細胞

ターゲット
細胞

金電極

E-Plate InsertE-Plate Insert

間接共培養実験用のインサートウェル （上部ウェル） です。 底部に 0.4 um 径

の孔が開いたメンブレンが貼られています。 下部ウェルには通常の E-Plate

を使用します。

インサート （上部ウェル） に播種した細胞から分泌される液性因子による、 下

部ウェルの細胞の増殖等への影響をラベルフリーでリアルタイムに測定してい

ただけます。

インサートにはアクセスポートが付いており、 実験の途中で下部ウェルにアクセ

スして薬剤などを添加することが可能です。

E-Plate Cardio と E-Plate CardioECR E-Plate Cardio と E-Plate CardioECR 

心筋細胞のアプリケーションのためのプレートです。

xCELLigence Cardio 用の E-Plate Cardio は、 12.9 ミリ秒のデータ

取得間隔で、 心筋細胞の収縮 （拍動） を測定することができます。 96 ウェ

ルフォーマットです。

xCELLigence CardioECR 用の E-Plate CardioECR は、

2 ミリ秒の間隔で、 心筋細胞の収縮と細胞外電位を同時に測定していただけ

ます。 ペーシングも可能です。 フォーマットは 48 ウェルです。

プレートタイプ 製造番号 ウェル数 対応装置 底面材質 ウェル容量 培養面積 スリット 対応アプリケーション

E-Plate

05469830001 （6 枚）

05469813001 （36 枚）
16 ウェル

xCELLigence S16

xCELLigence DP
ガラス

270 μ L

20 mm2

なし

下記以外の実験のすべてに対応

• トランスウェル形式の移動浸潤実験

• 心筋細胞実験

05232368001 （6 枚）

05232376001 （36 枚）
96 ウェル

xCELLigence SP

xCELLigence MP
243 μ L

05867681001 （10 枚）

05867673001 （40 枚）
384 ウェル xCELLigence HT PET 95 μ L 6.3 mm2

E-Plate VIEW

00300601140 （6 枚）

00300601150 （36 枚）
16 ウェル

xCELLigence S16

xCELLigence DP

ガラス

270 μ L

20 mm2 あり

下記以外の実験のすべてに対応

• トランスウェル形式の移動浸潤実験

• 心筋細胞実験

00300600890 （6 枚）

00300600880 （36 枚）
PET

00300601020 （6 枚）

00300601030 （36 枚）
96 ウェル

xCELLigence SP

xCELLigence MP

ガラス

243 μ L
00300600910 （6 枚）

00300600900 （36 枚）
PET

CIM-Plate
05665817001 （6 枚）

05665825001 （36 枚）
16 ウェル xCELLigence DP PET

上 ： 180 μ L

下 ： 162 μ L
20 mm2 なし トランスウェル形式の移動浸潤実験

E-Plate Insert

06465382001 （6 セット） 16 ウェル

xCELLigence DP

xCELLigence SP

xCELLigence MP

xCELLigence Cardio
PET

上 ： 95 μ L

下 ： 114 μ L

54 mm2 なし

間接共培養実験

※ E-Plate あるいは E-Plate VIEW と組み

合わせて使用します。

06465412001 （6 セット） 96 ウェル

xCELLigence SP

xCELLigence MP

xCELLigence Cardio

上 ： 95 μ L

下 ： 114 μ L

E-Plate Cardio
00300601050 （6 枚）

00300601060 （36 枚）
96 ウェル xCELLigence Cardio ガラス 243 μ L 20 mm2 なし 心筋細胞の収縮測定

E-Plate Cardio VIEW
00300601080 （6 枚）

00300601090 （36 枚）
96 ウェル xCELLigence Cardio ガラス 243 μ L 20 mm2 あり 心筋細胞の収縮測定

E-Plate CardioECR
00300600940 （6 枚）

00300600950 （36 枚）
48 ウェル xCELLigence CardioECR PET 243 μ L 20 mm2 なし 心筋細胞の収縮と細胞外電位測定



研究分野別アプリケーション

がん研究

● 移動・浸潤実験
 トランスウェルアッセイ（ケモタキシスアッセイ）
 創傷治癒アッセイ（スクラッチアッセイ）

● 免疫治療細胞のキリング活性測定（がん免疫療法）
● 抗体の ADCC/BiTE 活性（がん免疫療法）
● 腫瘍溶解性ウイルスによる細胞溶解試験（ウイルス療法）
● キナーゼ阻害剤等による細胞障害性試験
● siRNA/ ゲノム編集による細胞増殖抑制、移動浸潤への影響
● miRNA による細胞増殖促進・抑制、移動浸潤への影響
● 低酸素培養実験（マルチガスインキュベーターに入れたまま細胞増殖や移動浸潤のデータを取得できます。）
● 細胞接着と伸展
● タイトジャンクションの崩壊と再形成

感染症研究・ワクチン開発

● ウイルスやワクチンの力価測定
● 抗ウイルス薬の薬理スクリーニング・中和試験
● 細菌バイオフィルムの形成と抗菌剤スクリーニング
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DU145 細胞に対する NK 細胞の細胞傷害活性を
ラベルフリーで長期までリアルタイムに測定しま
した。ET 比依存的な細胞傷害がみられました。

Application highlight

がん免疫実験
Application highlight

がん細胞の移動浸潤実験
HT1080細胞を用いて、siRNAトランスフェクション
による migration 阻害効果をラベルフリーでリアル
タイムに定量しました。

Application highlight

J Virol Methods. 2011 May;173(2):251-8

Application highlightウェストナイルウイルスの細胞変性効果（CPE）を
ラベルフリーでリアルタイムに測定しました。
プラークアッセイのプラーク形成単位（PFU）と
xCELLigenceの 50% 細胞障害時間（CIT50）の間
に高い相関があることがわかります。

ウイルスの CPE

J Appl Microbiol. 2017 Mar;122(3):640-650

黄色ブドウ球菌バイオフィルムに対する 10 種類の
抗生物質の抗バイオフィルム形成能を比較しました。細菌バイオフィルム



創薬研究・医薬品安全性研究

環境物質の毒性研究

● GPCR 等へのリガンド結合試験 

● ナノ粒子の細胞毒性
● 環境ホルモンの細胞毒性
など

● 医薬品の毒性試験（心毒性、肝毒性、神経毒性）

Application highlight Application highlight

Application highlight

GPCR実 験 心毒性試験
HeLa 細胞に異なる濃度のヒスタミン (Gq リガンド）
を加えて電気抵抗値を測定し、EC50を算出しました。
左図は電気抵抗値の時間変化、右図は用量依存曲線
です。

ヒト iPS 由来心筋細胞を用いて、テスト薬剤による
催不整脈を測定しました。

ナノ粒子の細胞毒性
ヒト気管支上皮細胞を 11 種類のナノ粒子に曝露して細胞毒性をリアルタイム測定
しました（4 種類のデータだけ掲載）。濃度依存的細胞障害性がみられました。

Toxicol Sci. 2011 Sep;123(1):281-9.

0.1% DMSO

Aspirin

Aconitine

Quabain

Alfuzosin

Astemizole

Cisapride

Dofetilide

Erythromycin

Flecainide

Quinidine

Sotalol

Terfenadine

Thioridazine

再生医学・免疫研究・炎症研究など

● 幹細胞の分化
● iPS 細胞由来ヒト心筋モデル細胞の評価
● 細胞のクオリティコントロール
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● 肥満細胞や T 細胞の活性化
● マクロファージ等の遊走実験
● タイトジャンクションの崩壊と再形成

Application highlight Application highlight皮膚由来多能性前駆細胞の平滑筋細胞への分化を
ラベルフリーでリアルタイムに追跡しました（右図）。
TGF-β刺激で分化が促進されていることがわかります。
結果は免疫蛍光染色のデータと一致しました（左図）。

トロンビンのタイト結合破壊作用と APC プレ処理に
よる保護作用をラベルフリーで多ウェル同時に自動
測定しました。APC によりトロンビンの作用が抑制
されました。

幹細胞の分化 タイトジャンクション測定
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がん細胞のケモタキシスアッセイの
定量性と再現性にお困りでは
ありませんか︖

システム ① がん細胞の移動・浸潤

システムでは、トランスウェル形式（ボイデンチャンバー形式）
の金電極付プレー ト（ プレート）を用いることによ り、がん細胞の移動と浸 潤
をラベルフリーでリアルタイムに測定していただけます。
従来のマニュアル法では再現性を確保することが難しかったケモアトラクタント に
よる移動浸潤アッセイ を、初めて行う方でも簡単に定量性高く行っていただけます 。

 初めての方でも定量再現性の高いケモタキシスアッセイが可能です。
 これまでの手間を大幅に省いて作業時間を短縮していただけます。
 移動・浸潤のスピードを知ることができます。
 細胞をラベルしないので測定後の細胞を他の実験にそのまま使用可能です。

システム

プレート （ボイデンチャンバー式）

上部チャンバーに播種した細胞が、直径8μmの孔を通り
移動して、メンブレン底面に張られた電極面に接着する
と電気抵抗値が上昇します。メンブレンはマトリゲルで
コーティングすることが可能で、移動実験だけでなく浸
潤実験を行っていただけます。

www.aceabio.com/video/dp-instrument-and-cim-plate-

www.aceabio.com/video/cell- -assay-with-xcelligence-dp-a-hands-on-video/

下記リンクの動画（ 本）をご参照ください。

本システムのメリット

タンパク質共役受容体（ ）へのリガ
ンド結合は、 や などの細胞内セカ
ンド・メッセンジャーを蛍光試薬や 法
で検出する方法が主流でした。

システムでは、電気抵抗値を
測定することにより、 活性化の結果と
して起こる細胞骨格の変化を細胞の形態変化
として捉えます。したがって、多くのカップ
リング・クラスの に対する化合物の結
合を、 回のアッセイで同時に、かつラベル
フリーで簡単に評価していただくことが可能
です。

 すべてのカップリング・クラスの （ ）に対する化合物
の結合を同時にスクリーニングできます。

 従来の方法で評価が困難な と への化合物の結合も測定可能です。
 エンドジニアスな （非強制発現系）でも測定できます。
 オーファン のリガンド探索（ ）にも使用できます。
 アッセイ前の細胞の データ（増殖データ）を取得できるので安心です。

本システムのメリット

測定機のラインナップ

システム ⑫ 低酸素培養実験

様々な （ など）への
リガンド結合を、 回のアッセイで、
ラベルフリーで簡単に測定します

ウェル
枚

ウェル
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心筋細胞用）
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枚

ウェル
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心筋細胞用）

これまで、免疫細胞によるがん細胞のキリ
ングの測定には、クロムリリース・アッセ
イ、 リリース・アッセイ、フローサイ
トメトリー法が用いられてきました。しか
し、「 を使う」「長期の傷害性を測定で
きない」「手間がかかる」などの課題があ
りました。

システムでは、電気抵抗値
を測定することにより、がん細胞に対する
免疫細胞のキリングをラベルフリーで簡単
に測定していただけます。それだけでなく、
これまでの方法の様々な課題を解決するこ
とができます。

 で測定できます。
 短期（ ）だけでなく長期（ ）の傷害活性を同一ウェルから連続的に

測定できます。
 同一ウェルのカイネティックデータを取得できるので、作用タイムポイントが

予測できないケース（例︓複合免疫療法）でもキリング活性を見逃しません。
 低い 比（＝生体に近いコンディション）で測定できます。
 これまでの手間を大幅に減らして簡単にデータを取得できます。

本システムのメリット

測定機のラインナップ

システム ③ がん免疫キリング（チェックポイント阻害薬）

免疫チェックポイント阻害薬の細胞傷害活性を
ラベルフリーでリアルタイムに測定
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枚

ウェル
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ウェル
枚

ウェル
枚

心筋細胞用）

ウェル
枚

ウェル
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心筋細胞用）

それぞれのアプリケーションの

Application Flyer をご用意しております。

ご希望のアプリケーションをお申し付けください。



製品仕様
xCELLigence RTCA                            

SP システム
xCELLigence RTCA             

MP システム
xCELLigence RTCA

HT システム
xCELLigence RTCA

Cardio システム
xCELLigence RTCA
CardioECR システム

スループット 96 well x1 枚 96 well x6 枚 384 well x1 枚 96 well x1 枚 48 well x1 枚

ステーション（インキュベーターに入れるユニット）

サイズ（WDH） 21.0 x 25.7 x 11.0 cm                                                                 
（開放時 H=29.0 cm）

42.0 x 43.0 x 18.0 cm       
（開放時 H=36.5 cm）

16.5 x 24.0 x 13.5 cm
（開閉無し）

28.0 x 34.0 x 16.0 cm                                              
（開放時 H=34.0 cm）

40.0 x 40.0 x 20.0 cm             
（開放時 H=31.5 cm）

重量 3.6 kg 18.0 kg 5.3 kg 8.5 kg 8.0 kg

電源 アナライザーより供給

通信 RS232 RS232 RS232 パラレル LVDS USB

使用環境 20 ～ 40℃、相対湿度 98% 以下（結露がないこと） 室温　相対湿度 98% 以下
（結露がないこと） 15 ～ 40℃、相対湿度 98% 以下（結露がないこと）

アナライザー

サイズ 40.0 x 40.0 x 9.0 cm 45.0 x 45.0 x 11.0 cm 40.0 x 40.0 x 9.2 cm 42.0 x 42.0 x 10 cm

重量 7.4 kg 11.2 kg 7.5 kg 7.5 kg

電源 100-240VAC、50-60Hz、最大 25W 100-250VAC、                   
50-60Hz、最大 80W 100-250VAC、50-60Hz、最大 25W

使用環境 15 ～ 32℃、相対湿度 80% 以下（結露がないこと）

コントロール・ユニット
コントローラー ラップトップ PC デスクトップ PC ラップトップ PC

ソフトウェア RTCA ベーシックソフトウェア（インストール済）
RTCA Cardio
ソフトウェア                                              

（インストール済）

RTCA CardioECR                
ソフトウェア                      

（インストール済）

xCELLigence RTCA       
DP システム

スループット 16 well x3 枚

アナライザー（インキュベーターに入れるユニット）

サイズ（WDH） 24.0 x 26.0 x 10.3 cm                                                       
（開放時 H=22.5 cm）

重量 4.5 kg

電源 コントロール・ユニットより供給

通信 RS232

使用環境 20 ～ 40℃、相対湿度 98% 以下（結露がないこと）

コントロール・ユニット

コントローラー ラップトップ PC

ソフトウェア RTCA ベーシックソフトウェア（インストール済）

xCELLigence RTCA       
S16 システム

スループット 16 well x1 枚

本体（インキュベーターに入れるユニット）

サイズ（WDH） 20.0 x 14.0 x 16.9 cm
（H は開放時）

重量 ≦ 1.5 kg

電源 +5VDC、最大 1W

通信 RS232

使用環境 20 ～ 40℃、相対湿度 98% 以下（結露がないこと）

コントロール・ユニット

コントローラー ラップトップ PC

ソフトウェア RTCA Liteソフトウェア（インストール済）

代理店 国内販売元

IQ/OQ サービス アフターメンテナンスサービス

IQ/OQ ドキュメントをご用意しています。

IQ/OQ バリデーション作業も承ります。

保守契約、 保守点検のプランをご用意しています。

AG20220113A

DE32059394

※本装置は試験研究用です。 医療や診断目的にはご使用いただけません。

※価格、 外観、 仕様などは、 予告なしに変更することがあります。

※それぞれの商標や登録商標、 製品名は各社の所有する名称です。


